
基盤研究支援センター 年報 2020 

１．概要 

基盤研究支援センターは、学内共同教育研究施設として遺伝子実験、動物実験、機器分析及

び放射性同位元素実験における教育、研究活動の推進、研究基盤の整備や地域イノベーション

創出などの産学連携活動に取り組んでいます。信州大学の生命科学や環境、物性科学の各分野

が連携することで、より高度な実験を安全かつ効率的に実施できる環境を整えるとともに、総合的

な教育研究支援のできる人材育成と教育研究の向上を目指しています。 

 

2．推進体制 

基盤研究支援センターは、信州大学における遺伝子組換え実験、動物実験、放射性同位元素

実験などの実験計画書の審議、法令、安全指針に基づく安全教育、管理ならびに研究の支援を

行なう「遺伝子実験支援部門」、「動物実験支援部門」、「RI 実験支援部門」の３部門、共同利用機

器の整備、運用に関するマネージメント、分析機器の学内外の共同利用の推進及び分析機器を

用いた研究支援を行なう「機器分析支援部門」、本学の機器の整備計画や効率的な運用業務を

立案等をする「研究設備サポート推進室」から構成されています。 

 

 

 

【委員会】 

基盤研究支援センター運営委員会 

 委員長  中村 宗一郎 基盤研究支援センター長（事務取扱） 

 委 員  林田 信明 遺伝子実験支援部門長（副センター長） 

松村 英生  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   植村 健  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員  

   小笠原 寛 遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

樋口 京一 動物実験支援部門長 

山中 仁木 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 



吉沢 隆浩 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

古庄 知己 機器分析支援部門長 

中田 勉  機器分析支援部門主担当学術研究院教員 

橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

森脇 洋  機器分析支援部門上田分室長 

竹下 敏一 RI 実験支援部門長 

廣田 昌大 RI 実験支援部門主担当学術研究院教員 

中村 美紀子 研究設備サポート推進室長 

石橋 英二 研究推進部長 

南 博徳  財務部長 

南保 政弘 環境施設部長 

 

遺伝子実験支援部門運営委員会 

 委員長  林田 信明 遺伝子実験支援部門長 

 委 員  松村 英生  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   小笠原 寛 遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   植村 健  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   中澤 隆  繊維学部副学長（事務担当） 

   坂口 雅彦 教育学部 

田渕 克彦 医学部 

   片岡 正和 工学部 

   竹野 誠記 農学部 

   堀江 智明 繊維学部 

 

動物実験委員会 

委員長（医学系） 樋口 京一 動物実験支援部門長  

副委員長（医学系）山中 仁木 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

委員（医学系） 吉沢 隆浩 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

  中村 幸男 医学部附属病院 

  今村 哲也 医学部 

藤井 千文 バイオメディカル研究所 

  森 政之  バイオメディカル研究所 

  高橋 知音 教育学部 

  高島 誠司 繊維学部 

  石橋 英二 研究推進部 



委員長（農学系） 藤田 智之 農学部 

副委員長（農学系）竹田 謙一 農学部 

委員（農学系） 平松 浩二 農学部 

  河原 岳志 農学部 

諸白 家奈子 農学部 

高木 優二 農学部 

上村 佳奈 農学部 

上野 豊  農学部 

渡邉 圀光 農学部 

 

動物実験支援部門会議 

委員  樋口 京一 動物実験支援部門長  

  柴 祐司  バイオメディカル研究所 

  寺田 信生 医学部保健学科 

竹田 謙一 農学部 

松本 清司 動物実験支援部門（特任） 

山中 仁木 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

吉沢 隆浩 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

  高木 雅哉 医学部 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 

機器分析支援部門会議 

 委員長  古庄 知己 機器分析支援部門長 

委 員  橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

  森脇 洋  機器分析支援部門上田分室長 

  下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

  高瀬 弘樹 人文学部 

  坂口 雅彦 教育学部 

   増原 宏明 経済学部 

   朴 虎東  理学部 

   太田 哲  理学部 

   瀧 伸介  医学部 

   寺田 信生 医学部 

   中田 勉  機器分析支援部門専任教員 

小田 あゆみ 機器分析支援部門伊那分室専任教員 

   大塚 勉  全学教育機構 



   中村 美紀子 設備サポート推進室 

   石橋 英二 研究推進部長 

   南 博徳  財務部長 

   南保 政弘 環境施設部長 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 

放射性安全管理等委員会 

委員長  中村 宗一郎 理事（研究、産学官・社会連携担当） 

委 員  神原 浩  教育学部 

  天児 寧  理学部 

  吉田 孝紀 理学部 

  竹下 敏一 ＲI 実験支援部門長 

  廣田 昌大 RI 実験支援部門 

  鈴木 佳代 機器分析支援部門 

  梶田 昌史 工学部 

  河原 岳志 農学部 

  林田 信明 遺伝子実験支援部門長 

  下坂 誠  繊維学部 

  藤永 康成 医学部附属病院 

  大竹 博昭 医学部事務部長 

  森田 洋  健康安全センター長 

   石橋 英二 研究推進部長 

大江 信浩 環境施設部長 

 

 

活動状況 

【登録状況】 

 

（１） 施設利用登録者数 

部局 遺伝子 動物 機器分析 RI 

 上田 松本  伊那 上田 長野 松本  

教育、教育学研究科 0 0 * 0 0 30 0 0 

理、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 1 * 1 1 0 18 1 

医、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 13 * 0 0 0 191 2 



工、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
2 0 * 0 1 461 1 0 

農、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
2 4 * 128 0 0 23 0 

繊 維 、 総 合 理 工 学 研 究

科、総合医理工学研究科 
146 0 * 0 394 0 9 0 

全学教育機構 0 0 * 0 0 0 0 1 

その他（学内） 0 0 * 0 0 0 55 6 

信州大学以外 15 4 * 0 9 0 16 0 

計 165 22 * 129 405 491 313 10 

*システム更新により算出していない。 

 

【施設・機器利用状況】 

 

（１） 入館者数 （延べ人数） 

 動物実験施設（松本）      * 名 *システム更新により、算出していない 

 放射線管理区域内   2,643 名 

 

（2） 動物実験計画書申請件数 

部局 新規 変更 軽微変更 継続 計 

理学部 1 0 0 2 3 

医学部 49 2 36 87 174 

医学部附属病院 12 0 3 23 38 

バイオメディカル研究所 20 0 9 43 72 

大学院医学系研究科 0 0 0 12 12 

農学部 35 0 11 45 91 

繊維学部 4 0 7 15 26 

基盤研究支援センター 7 0 15 13 35 

計 128 2 81 240 451 

 

（3） 機器利用状況 

遺伝子実験支援部門 

施設・機器 使用状況 単位 

ＤＮＡシークエンサー ABI3130 100 ラン数 

次世代 DNA シークエンサー(MiSeq) 2 ラン数 



電気泳動像解析装置 658 回 

微分干渉蛍光顕微鏡 215 時間ｈ 

蛍光実体顕微鏡 5 時間ｈ 

超遠心機 46 回 

遠心濃縮器 2/3 回/時間 h 

マイクロプレートリーダー 5 時間ｈ 

ＨＰＬＣ 15 回 

分光光度計 2 回 

微量分光光度計 231 回 

超音波破砕機 0.05 時間 h 

サーマルサイクラー 154 回 

ジーンパルサー 4 回 

共焦点レーザー顕微鏡 372 時間ｈ 

超純水装置 arium mini plus 534 L 

リアルタイム PCR 131 ラン数 

 

機器分析支援部門 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

分析透過型電子顕微鏡 JEM-2100F(HT)  321 30 

汎用透過型電子顕微鏡 JEM-1400(HC)  1,425 445 

分析走査型電子顕微鏡日本電子 JSM-7600F  1,119 118 

低真空走査型電子顕微鏡 JSM-6510LV  223 35 

高速共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 7 LIVE  293 63 

共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 880  995 214 

共焦点レーザー顕微鏡 Leica TCS SP8  1,013 264 

組織切片数値解析システム Vectra3 535 147 

セルソーターBD FACSAria III  726 64 

セルソーターBD FACSAria IIu  250 27 

細胞自動解析装置 BD FACSCanto II  744 388 

細胞自動解析装置 BD FACSCalibur  343 11 

細胞自動解析装置 BD FACSCelesta 622 322 

定量 PCR 装置 ABI Step One Plus  882 374 

MALDI-TOF 質量分析装置 AB SCIEX TOF/TOF 

5800  
707 93 

タンパク質相互作用解析装置 GE BIACORE T200  527 32 



精密粒度分布測定装置 Beckman Multisizer 4  203 24 

多機能マイクロプレートリーダー DS Power Scan 4  156 27 

マルチモードマイクロプレートリーダー SpectraMax iD5 308 248 

レーザーマイクロダイセクション装置 Zeiss PALM  197 31 

生細胞観察システム（旧マイクロインジェクション） 989 216 

超微量分光光度計 NanoDrop 2000 287 341 

myECL Imager 236 92 

Bio-Rad ChemiDoc Touch 320 276 

Ion PGM 前処理装置 Ion Chef 245 7 

細胞外フラックスアナライザーXFp 323 59 

定量 PCR 装置 QuantStudio 3 1,455 578 

バイオイメージング解析システム Operetta 248 58 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

透過電子顕微鏡 90 30 

高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置 222 230 

高分解能二重収束質量分析計 10 5 

デジタル旋光計 3 16 

フーリエ変換赤外線分光装置 6 37 

全自動細胞解析装置 225 202 

液体クロマトグラフ質量分析計 846 118 

超遠心分離機 124 25 

小型超遠心分離機 81 38 

原子吸光光度計 60 14 

共焦点レーザー顕微鏡 FV1000-D 504 210 

超純水製造装置 423 201 

ルミノ・イメージアナライザー 1,074 489 

FACS 解析ソフト FlowJo 163 249 

画像解析用ソフト Image-Pro 9 5 

リアルタイム PCR 装置 275 263 

次世代シーケンサー 2 2 

精密回転式ミクロトーム 176 73 

バイオシェーカー 14 4 

プレートリーダー 195 45 



分子間相互作用解析システム 213 25 

蛍光実体顕微鏡 18 13 

クリオスタット 188 83 

 

機器分析支援部門 上田分室 

施設・機器 回数・時間・容量 使用人数（延べ） 

赤外分光光度計・赤外顕微鏡 191 114 

ガスクロマトグラフ質量分析計 80 14 

CCD カメラ付偏光顕微鏡 76 27 

DNA シーケンサー 97 89 

DNA シーケンサー解析ソフトウエア 15 15 

EDS（エネルギー分散形元素分析装置） 0 0 

LCMS(液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析) 38 16 

μEDX(ｴﾈﾙｷﾞｰ分散型微小部蛍光 X 線分析装置) 37 19 

ガスクロマトグラフィ GC-2014 15 7 

スパッタ装置 JFC-1600 0 0 

ハンディ 3D スキャナ 48 2 

ラマン分光光度計 75 45 

レーザ加工システム 0 0 

ワイヤーカット放電加工機 30 11 

空間電荷計測装置 214 45 

実体顕微鏡 31 36 

走査電子顕微鏡 JSEM-6010LA 838 472 

抵抗率計 27 20 

透過型電子顕微鏡 JEM-2100 249 74 

凍結乾燥機 FD-1000 1,591 84 

超純粋製造装置 MiliQ 水 104 165 

HPLC 129 19 

卓上半自動研磨機 0 0 

 

機器分析支援部門 長野分室 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

電子プローブマイクロアナライザーEPMA1610 349 101 

走査型電子顕微鏡 FE-SEM JSM-7000F 1,569 614 

集束イオンビーム装置 SMI2050 82 18 



透過型電子顕微鏡 JEM-2010 41 26 

走査型透過電子顕微鏡 STEM HD2300A 360 152 

多目的 X 線回折装置 784 368 

微小領域 X 線回折装置 IP-XRD 14 6 

蒸気・窒素吸着装置 1,195 53 

三次元測定装置 112 39 

核磁気共鳴測定装置NMR 300MHz 667 1,086 

核磁気共鳴測定装置 NMR 500MHz 100 61 

液体クロマトグラフ/飛行時間型質量分析装置 48 16 

GC-MS 3 3 

イオンミリング装置 IM 980 307 

卓上型走査電子顕微鏡 TM1000 32 32 

(低真空)走査電子顕微鏡 FlexSEM 1,059 549 

 

（4） 受託研究支援 

動物実験支援部門 

支援業務 件数 

個体復元 （系統維持） 1 

胚操作 （胚凍結、融解） 3 

精巣上体尾部採取 1 

精子凍結 1 

遺伝子改変動物作製（CRISPR/cas9） 4 

 

遺伝子実験支援部門 上田キャンパス 

支援業務 件数 

輸入ワインブドウ検疫栽培 1 

 

遺伝子実験支援部門 松本キャンパス 

支援業務 件数 

地域イノベーション・エコシステム形成プログラム 1 

アクア・イノベーション拠点（ＣＯＩ）プログラム 1 

 

機器分析支援部門 

支援業務 件数 サンプル数 

光顕試料作製 パラフィン包埋・HE 染色・未染色 486 16,378 



電顕試料作製 包埋・光顕（TB）標本・超薄切 62 238 

DNA シークエンス 401 6,297 

プロテオミクス解析 57 413 

セルソータ セットアップ・シャットダウン 9 - 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

支援業務 件数 サンプル数 

質量分析受託測定業務 5 10 

 

機器分析支援部門 上田分室 

支援業務 学内件数 学外件数 

LC/MS 講習  3 2 

GC 技術相談  12 0 

GCMS 講習 12 0 

EDX講習 5 3 

空間電荷測定装置講習 4 1 

抵抗率計講習 3 0 

凍結乾燥機操作講習 3 0 

ワイヤーカット放電加工 20 0 

ハンディ３Dスキャナ操作講習 3 0 

装置講習（TEM） 6 0 

装置講習（SEM, EDS） 38 3 

ラマン分光光度計講習 16 2 

FTIR・顕微 IR講習 16 2 

装置講習（その他） 20 2 

分析相談 20 5 

共同実験室利用講習 3 0 

 

機器分析支援部門 長野分室 

支援業務 件数 サンプル数 

電顕(TEM)試料作製、観察、分析  21 56 

電顕(SEM)関連試料作製、観察、分析 23 36 

XRD 関連試料調製、測定 15 23 

 

（５） 実験動物購入（導入）数、飼育数、及び犠牲動物数 



動物実験支援部門（松本） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 2,201 12,105 44,691 

ラット 1,476 337 2,115 

ハムスター 20 0 20 

モルモット 6 11 12 

ウサギ 51 9 52 

ヘビ 0 3 3 

カエル 0 0 14 

 

（伊那） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 1,147 953 2,892 

ラット 99 40 136 

ウシ 6 26 0 

ヤギ 0 6 0 

ヒツジ 35 35 35 

ニホンジカ 4 4 0 

ニワトリ 760 760 760 

ウズラ 0 12 12 

 

（上田） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 364 757 1580 

ラット 23 77 219 

 

（６）アイソトープ年間使用数量および保管数量 

非密封核種 受入数量 使用数量 保管数量 廃棄数量 

125I 74 MBq 11.4 MBq 62.6 MBq 0 MBq 

計 74 MBq 11.4 MBq 62.6 MBq 0 MBq 

 

 

【利用者のための講習会】 

動物実験支援部門（松本） 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 



2020 年 4 月 6 日 SPF 区域利用講習会 1 

 4 月 20 日 動物実験再講習会 3 

 5 月 19 日 動物実験初回講習会 3 

 5 月 26 日 動物実験初回講習会 12 

 
5 月 28-29 日 

動物実験初回講習会（医学部医学科3年次自主研究演

習対象） 
46 

 5 月 29 日 動物実験初回講習会 2 

 6 月 1 日 SPF 区域利用講習会 2 

 6 月 2 日 動物実験初回講習会 19 

 6 月 4 日 動物実験初回講習会 15 

 6 月 11 日 SPF 区域利用講習会 1 

 6 月 23 日 動物実験再講習会 5 

 8 月 4 日 超音波画像診断装置手技講習会 1 

 8 月 26 日 動物実験再講習会 7 

 9 月 1 日 基礎技術 手技講習会 1 

 9 月 8 日 動物実験初回講習会 4 

 9 月 10 日 動物実験初回講習会 3 

 9 月 11 日 動物実験初回講習会 3 

 9 月 17 日 動物実験初回講習会、新任施設職員対象講習会 2 

 10 月 1 日 新任施設職員対象講習会 1 

 10 月 22 日 動物実験再講習会 6 

 11 月 18 日 動物実験初回講習会 1 

 12 月 4 日 動物実験初回講習会 3 

 12 月 23 日 動物実験初回講習会 1 

 12 月 25 日 動物実験再講習会 14 

2021 年 1 月 21 日 動物実験初回講習会 6 

 1 月 28 日 動物実験初回講習会 3 

 2 月 15 日 動物実験再講習会 7 

 3 月 10 日 動物実験初回講習会 1 

 3 月 19 日 SPF 区域利用講習会 1 

動物実験施設利用講習会の主な内容 

１．実験動物、動物実験に関係する法令、学内規定（動物倫理ほか） 

２．動物実験計画書作成方法 

３．実験動物の飼養方法および注意点 

４．動物実験の実施方法および注意点 



５．動物実験施設利用の方法 

 

伊那キャンパス（農学部） 

 教育訓練 （再講習、施設利用講習会を含む） 11 回 154 名 

 

遺伝子実験支援部門 

上田キャンパス 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2020 年 5 月 12 日 安全教育 52 

 6 月 18 日 定期 RI 再教育訓練 52 

 10 月 7 日 サーマルサイクラー Simpli Amp 機器利用説明会 19 

 11 月 4 日 微生物培養装置 BMS-P 機器利用説明会 14 

 11 月 20、

24，27 日 

リアルタイム PCR 装置 CronoSTAR96 機器利用説明会 
27 

 12 月 25、28 日 放射線利用に関する法令講習会 （繊維学部との共催） 62 

2021 年 3 月 17 日 プリントグラフ Atto WES-5400 機器利用説明会 6 

 e-learning 遺伝子組換え実験等安全講習会 629 

定期 RI 教育訓練、放射線利用に関する法令講習会の主な内容 

・放射線基礎知識、人体に与える影響、安全取扱い、法令、予防規定 

 

機器分析支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2020 年 9 月 23 日 PLGS および Progenesis 利用説明会 13 

 10 月 27 日 SPG-Remote 利用説明会 21 

 12 月 4 日 FCM 解析用ソフトウェア FlowJo 利用説明会 21 

 12 月 14 日 ＪEM1400（Ｆlash 化）利用説明会 3 

 

機器分析支援部門伊那分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2020 年 10 月 13 日 Biacore x100 Pluspackage 操作説明会 5 

 12 月 24 日 JEM1400Flash 操作説明会（経験者向け） 4 

 

機器分析支援部門上田分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2020 年 10 月 7 日 フーリエ変換赤外分光光度計、赤外顕微鏡 ATR講習 4 



会 

 11 月 18 日 偏光電子顕微鏡メーカー講習会 11 

 

機器分析支援部門長野分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2020 年 オンデマンド 共同利用機器ガイダンス  

 4 月～3 月 少人数制機器講習 141 講習+eALPS オンデマンドサポート

+eALPS オンデマンド講習 

210 

 

RI実験支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

 オンデマンド 新規登録者講習 8 

 オンデマンド 継続登録者講習 7 

 随時 一時立入者向け教育訓練 63 

１．新規従事者に対する教育訓練の内容 

・ 放射線の人体に与える影響 

・ 放射線同位元素の安全取り扱い（実習を含む） 

・ 放射線障害防止法及び関連法令 

・ 放射線障害予防規定 

２．継続従事者に対する教育訓練の内容 

・ 放射線障害予防規定 

３．一時立入者に対する教育訓練の内容 

・ 放射線管理区域における注意事項 

 

 

【施設維持管理】 

動物実験支援部門 

微生物モニタリング検査 

SPF 区域（１７項目） 4 回実施 結果いずれも陰性 

普通区域（4 項目）  4 回実施 結果いずれも陰性 

農学部    2 回実施 結果いずれも陰性 

繊維学部  2 回実施 結果いずれも陰性 

新規導入動物検疫検査 

  SPF 区域   3 系統 結果いずれも陰性 

普通区域  6 系統 結果いずれも陰性 

 



遺伝子実験支援部門 

上田キャンパス 

実施日 内容 

2020 年 8 月 27 日 小型冷却遠心機 himacCT15RE 導入 

8 月 27 日 リアルタイム PCR 装置 CronoSTAR96 導入 

9 月 16 日 PCR 装置 Simpli Amp 導入 

10 月 8 日 植物インキュベータ トミー精工 CLH-301 の修理 

11 月 24 日 微生物培養装置 BMS-P ｐH センサー、DO センサー交換 

12 月 11 日 オートクレーブ FLS-1000 導入 

2021 年 1 月 25 日 ゲル撮影装置 ATTO WSE-5400 導入 

1 月 29 日 γ線水モニタ修理 

2 月 1 日 ノートパソコン パナソニック CF-SV スタンダード導入 

2 月 4 日 バイオセーフティ―対応遠心機 Sorvall Legend Micro21 導入 

3 月 5 日 顕微鏡用カメラ Canon x10 スーパーシステム 導入 

3 月 10 日 RI 排水設備水位計 向寒 

 

機器分析支援部門 

実施日 内容 

2020 年 10 月 共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM880 自動化 

     10 月 データ解析 PC リモートデスクトップシステム SPG-Remote 導入 

2021 年 1 月 透過電子顕微鏡 JEM-1400 Flash 化 

     3 月 生細胞観察イメージングシステムのアップグレード 

 

機器分析支援部門伊那分室 

実施日 内容 

2020 年 5 月 28 日 LCMS ロータリーポンプ オーバーホール 

9 月 18 日 Biacore x100 Pluspackage 化 

6 月 10 日 環境制御装置（2 台）設置 

6 月 22 日 クリオスタット CM1860UV 設置 



9 月 18 日 フーリエ変換赤外分光光度計 PC 更新 

9 月 20 日 小型超遠心機 himac CS100GX II 移設 

12 月 14-18 日 JEM1400 Flash 化 

2021 年 3 月 24 日 超遠心機 himac CP100NX 設置 

 

機器分析支援部門上田分室 

実施日 内容 

2020年 4月 16日 高低効率計 更新 

4-7月  日 走査型電子顕微鏡 JSM-6010LA EDS修理 

6月 10日 DNAシーケンサー レーザー交換 

7月 9日 液体クロマトグラフ質量分析装置（LCMS）修理 

9月 18日 DNAシーケンサー キャリブレーションサービスによる整備・点検 

9月 25日 フーリエ変換赤外分光光度計・赤外顕微鏡 ATRユニット購入 

10月 6日 
ＤＮＡシーケンサー解析ソフトウエア GENETYX ネットワーク版ラ

イセンス更新 

11月 10日 
ガスクロマトグラフ質量分析装置 NISTマススペクトロライブラリ 

2020年度購入 

11月 18日 偏光顕微鏡ＢX-ＤP74-ＣU 更新 

12月 10日 高速遠心分離機 MDX-310 購入 

12月 17日 ワイヤーカット放電加工機 修理 

12月 18日 エネルギー分散型微小部蛍光 X線分析装置（µEDX）PC修理 

2021年 1月 8日 ラマン分光高度計 Holalab5000 レーザー交換 

1月 22日 走査電子顕微鏡（SEM）JSM-6010LA 定期点検 

2月 26日 LCMS-201A修理 ロータリーポンプ（E2M28）オーバーホール修理 

2月    棟入り口自動ドア２機 

３月    ガス式暖房機２機 修理 

 

機器分析支援部門長野分室 

実施日 内容 

2020 年 5 月 14 日 STEM チップ交換 



7 月 13 日 FIB アパーチャー修理 

7 月 21 日 FE-SEM(S-4100)点検整備 

7 月 21 日 イオンミリング装置 断面ホルダー引取修理 

9 月 9 日 FIB 修理 

9 月 18 日 FE-SEM（SU-8000）点検整備 

10 月 29 日 FE-SEM（JSM-7000F）点検整備 

11 月 27 日 EPMA チップ交換 

12 月 10 日 EPMA 点検整備 

12 月 21 日 STEM 電子銃点検作業 

2021 年 1 月 12 日 吸着装置 エアーバルブ交換、昇降機交換 

1 月 21 日 液体窒素点検整備 

2 月 1 日 TEM CCD カメラ修理 

2 月 17 日 STEM チップ交換 

3 月 1 日 FE-SEM（JSM-7000F）EDS 検出器更新 

 

RI実験支援部門 

実施日 内容 

2020 年 6 月 11-12 日 予防規定 18 及び 19 条に基づく自主点検 

8 月 26 日 

信州大学基盤研究支援センター放射線安全管理組織細則、放射線障

害予防委員会細則、放射線施設緊急時対応細則の制定 

 

9 月 8 日 

放射線障害予防委員会における予防規定第 30 条第 3 項（放射線業務

従事者に対して実施する教育及び訓練の内容、時間数及び実施方法

について）の審議 

 

（１）被ばく・線量測定 

外部被ばく （測定：ガラスバッジ, 評価者：千代田テクノル） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 

従事者数（人） 7 6 6 6 6 6 7 7 7 7 6 7 78 

(内)女性 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 35 

被ばく線量(mSv) X X X X X X X X X X X X X 



X: 検出限界未満（有意な被ばくなし） 

 

内部被ばく （測定：使用数量より算定, 評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 

対象者数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

被ばく線量(mSv) - - - - - - - - - - * - ** 

*: 0.1 mSv 未満   **: 1 mSv 未満 

 

 

作業環境測定 （測定：吸引捕集後、液体・フィルタ試料を測定（空気中濃度）・NaI シンチレーショ

ンサーベイメータ（空間線量）・拭き取り採取後、濾紙試料を測定（表面汚染密度），評価者：大和

アトミックエンジニアリング） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

空気中濃度測定 * * * * * * * * * * * * 

空間線量率測定 * * * * * * * * * * * * 

表面汚染密度測定 * * * * * * * * * * * * 

*: 未検出 

 

排気濃度測定 （測定：βガスモニタ（3H、51Cr）・γガスモニタ（131I），評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

３H * * * * * * * * * * * * 

125I * * * * * * * * * * * * 

*: 未検出 

 

排水濃度測定 （測定：β水モニタ・γ水モニタ，評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 合計 

測定・排水回数 1 0 2 3 2 3 0 1 0 0 1 0 13 

排水量 [m3] 10 — 21.5 37.5 25 36.7 — 12.3 — — 14.8 — 157.8 

 

 

【教育活動】 

学内教育活動 

氏名 対象 授業、内容等 

山中 仁木 共通教育（全学教育機構） 環境とリスク 

山中 仁木 医学部保健学科 実験動物の感染症、人獣共通感染症 



吉沢 隆浩 共通教育（全学教育機構） 人体のしくみと生活 （身のまわりに存在する

要因がどのように健康に影響を与えるか） 

吉沢 隆浩 医学部保健学科 実験動物学 （動物実験概要、動物愛護、関

連法規制、研究の紹介） 

吉沢 隆浩 農学部 アニマルウェルフェア科学  （動物実験概

要、動物愛護、関連法規制、研究の紹介） 

吉沢 隆浩 大学院総合医理工学研究

科（博士課程） 

医学系研究遂行特論 （動物実験を行う際

の注意点） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 ゲノム生物学 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 遺伝子解析技術論 分担（遺伝子組換え生

物取扱の法的ルール、ゲノム編集、突然変

異体の利用などを分担） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 バイオインフォマティクス 分担（コマンドライ

ンを利用した DNA データ解析などを分担） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 情報科学演習 分担（エクセルを用いた表計

算の利用方法などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 遺伝子解析技術論 分担（病原微生物の分

類、同定技術、ウイルス検査技術、マイクロ

バイオームにおける遺伝子解析技術などを

分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 バイオインフォマティクス 分担（データベー

スを利用した相同性解析などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 情報科学演習 分担（パワーポイントを用い

たスライド作成、実践的なプレゼンテーション

のコツ、プレゼンテーション演習などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 応用生物科学実験 I 分担（遺伝子組換え実

験） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 生物繊維資源学 分担（微生物のバイオファ

イバー-1（バクテリアセルロース、バイオフィ

ルム、その他）などを分担） 

植村 健 全学教育機構 共通教育科目 人体の構造と働き（人体の

構造とその仕組みについて９ 

植村 健 大学院総合理工学研究科 生体応答学特論 分担（神経作動薬、運動

機能制御など） 

植村 健 大学院総合理工学研究科 生体医工学特論 分担（遺伝子・タンパク質

工学のトピックス） 



植村 健 大学院総合医理工学研究

科 

先鋭領域融合研究群最先端研究特論 分

担（脳機能の分子レベルでの理解） 

植村 健 大学院総合医理工学研究

科 

生化学・分子生物学研究方法特論  分担

（遺伝子解析研究と倫理指針手続き） 

中田 勉 信州大学全学教育機構 共通教育科目 生化学の基礎 

山上朋彦，菊地理

佳, 南澤比佳理 

工学部物質化学科 2 年次

生 

物理化学実験(表面，電子顕微鏡，元素分

析) 

廣田 昌大 医学部保健学科検査技術

科学専攻 

RI 検査学 分担 

（放射能と半減期、法令、安全取扱いに関す

る部分担当） 

廣田 昌大 共通教育（全学教育機構） 私たちと放射線 （自然界の放射線、放射線

の利用、放射線のリスク、放射線安全にかか

わる規制） 

 

学外教育活動 

氏名 対象 授業、内容等 

中村 美紀子 山口大学工学部応用化学

科 3 年次生 

微生物学 分担 

中村 美紀子 山口大学工学部応用化学

科 3 年次生 

遺伝子工学 分担 

 

【社会活動】 

各種委員会活動 

氏名 機関名 委員等 

松本 清司 内閣府食品安全員会 

農薬第一専門調査会 

委員 

松本 清司 内閣府食品安全委員会 

農薬第三専門調査会 

座長 

松本 清司 日本実験動物学会 動物実験に関する外部検証事業 専門委員 

山中 仁木 国立大学法人動物実験施

設協議会 

バイオセーフティ委員会 委員 

中型動物委員会 委員 

調査委員会 委員 

山中 仁木 日本実験動物学会 評議員 

実験動物感染症対策委員会 委員 

動愛法等対策委員会 委員 

山中 仁木 日本獣医学会 評議委員 



山中 仁木 日本実験動物医学会 前島賞選考委員会 委員 

山中 仁木 日本実験動物医学専門医

協会 

試験問題作成委員会 アドバイザー 

山中 仁木 信州実験動物研究会 幹事 

山中 仁木 九州実験動物研究会 評議員 

山内半田賞選考委員会 委員 

吉沢 隆浩 日本実験動物学会 編集委員会 委員 

吉沢 隆浩 信州実験動物研究会 幹事 

松村 英生 全国大学遺伝研究支援施

設連絡協議会 

広報委員会委員 

組換え生物等委員会委員 

下里 剛士 日本乳酸菌学会 評議員 

下里 剛士 北信越畜産学会 評議員 

廣田 昌大 日本アイソトープ協会 放射線安全取扱部会関東支部委員会委員 

廣田 昌大 日本放射線安全管理学会 教育訓練検討委員会委員 

 

研修会、公開講座、出前講義、講演等 

氏名 場所 内容等 

小笠原 寛 Zoom（AREC Fii プラザ） 第10回産学交流ラウンジ 「高品質な繊維を

紡ぐ微生物（バイオフィルムの制御とその利

用）」 

植村 健 全学教育研究機構 市民開放授業 共通教育科目 「生体のしく

み」 

小田 あゆみ Zoom（日本樹木医会東京

支部） 

日本樹木医会東京都支部 令和 2 年度 第 

2 回研修会 「街路樹における都市の環境

ストレスと樹木の反応について」 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

機器分析支援部門上田分

室 

屋代高等学校附属中学校生徒に対し機器

操作体験実習の指導 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

機器分析支援部門上田分

室 

屋代高等学校生徒に対し機器操作体験実

習の指導 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

上田創造館 ふしぎ・なるほど・おもしろサイエンス 実験

講師 

廣田 昌大 （公社）日本アイソトープ協

会 

第 1 種放射線取扱主任者試験講習（物理）

講師 

廣田 昌大 （株）青森原燃テクノロジー

センター 

第 1 種放射線取扱主任者試験講習（物理）

講師 



廣田 昌大 （株）青森原燃テクノロジー

センター 

第 2 種放射線取扱主任者試験講習（物理・

化学）講師 

廣田 昌大 （一社）日本原子力文化財団

（長野県松本県ヶ丘高等学校、梓

川高等学校、屋代高等学校附属

中学校、韮崎市立韮崎西中学校） 

放射線、エネルギーに関する出前講義 

 

 

【その他】 

動物実験支援部門 

動物実験小委員会開催回数 

医学系動物実験小委員会 66 回 

農学系動物実験小委員会 35 回 

 

委員会議事録等 

令和 2 年 動物実験委員会 

   日時： 令和 3 年 3 月 29 日(月) 

   議事内容：1) 2020 年活動報告 

    2) 2020 年自己点検評価報告書（案） 

     3) 有害化学物質等を用いた動物実験に関するガイドライン案につ 

       いて 

 4) 委員会細則第 4 条第 11 号に規定する委員の選出について 

    5) 外部検証の受検について 

 6) 動物実験委員会における各種様式の改訂等について 

 7） 202１年活動計画について（医学系、農学系小委員会） 

 8） その他  

    情報公開として HP に掲載している委員名簿について 

        「教育機関における飼養衛生管理基準遵守の徹底について」 

        への対応状況 

        昨年度委員会審議事項の経過報告（事務局から） 

 

動物実験施設利用者会議 

日時： 令和 3 年 4 月 22 日(木) 

  議事内容：1) 2020 年度活動報告 

    2) 信州大学動物実験委員会（令和 3 年 3 月 29 日）の報告 

   3) 動物実験計画承認申請書等の改訂について  



   4) 基盤研究支援センター動物実験支援部門における凍結胚等の 

     保管について 

    5) 令和 3～4 年度 利用者会議委員の選出 

    6) 次期動物実験委員会医学系小委員会委員の選出 

    ７） その他 

・自己点検票・動物実験（終了・中止）報告書の提出について 

・動物実験計画書について注意点 

・教育訓練受講歴について 

・動物実験計画書審査日程 

・ＣＯＶＩＤ-19 感染拡大防止対策について 

・利用者会議メーリングリストについて 

 

動物実験支援部門会議 

日時： 令和 3 年 9 月 3 日（金） 

議事内容： 1) 令和 2 年度活動報告案 

2) 令和 2 年度決算案 

3) 令和 3 年度事業計画案 

4) 令和 3 年度予算案 

5) その他（動物実験に関する外部検証受検について、有害飼育 

実験室の飼育架台変更について、凍結胚等の保管について、

実験動物用エンリッチメントの提供について） 

 

RI実験支援部門 

2019 年 9 月 1 日に「放射性同位元素等の規制に関する法律」が改正されたことを受けて、同

法律に基づいて策定している「信州大学基盤研究支援センター放射線障害予防規定」の改訂

を行った。 

 

機器分析支援部門 

先端研究基盤共用促進事業（研究機器相互利用ネットワーク導入実証プログラム（SHARE））

に採択され、設備サポート推進室とともに、学内の機器共用化の促進、大学間との機器共同の

推進活動を行った。 

 

【センター利用による業績一覧】  

◇ 機器分析施設利用 ◆ 遺伝子実験施設利用  

〇 動物実験施設利用 ● RI 実験施設利用 
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S, Kanegane H, Fukao T : Immunophenotyping of A20 haploinsufficiency by multicolor flow 

cytometry. Clin Immunol, 216: 108441, 2020 ◇ 
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